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アジア医師連絡協議会

　　代表　菅波茂

　ＮＧＯ（国際民間協力団体）の真の意義は広義では国家間の正式な外交関係

が無い時にも国際協力が実行できることです。狭義では国民がＮＧＯ（国際民
間協力団体）を通して国際協力に直接参加できることです。
　今回考えてみたいのはＮＧＯ（国際民間協力団体）を通しての国際協力への

参加がどの程度現実化しているかということです。意識のある若い世代が必
死でＮＧＯ（国際民間協力団体）活動を支えて、多くの国民は遠くから被害を

被らないように見ているのが現状だと思います。なぜこうなったのか冷静に
分析する必要があります。
　日本でのＮＧＯ（国際民間協力団体〉の歴史を１９７９年のカンボジア難民
救援活動を境に分けることができます。１９７９年以前のＮＧＯ（国際民間協
力団体）活動は主としてキリスト教関係者によって熱心に行なわれていまし

た。１９７９年以後はキリスト教関係団体に加えて若いパワーを中心とした
団体がＮＧＯ（国際民間協力団体）に参加するようになりました。
　一般市民が直接参加するためには１９７９年以前は宗数的要因が１９７９
年以後は財政的要因が障害になっています。特に後者では、日本社会は個人
ボランティアによる社会活動に対して積極的に寄付をする習慣がないため、
若いパワーを中心とした団体は普通の生活を犠牲にした活動をせざるを得な

い状況です。したがって日本のＮＧＯ（国際民間協力団体）は特別な精神構造
の人達がする社会活動という風潮ができました。
　更に、この風潮を加遠させたのが地方自治体の国際交流活動です。地方の
国際交流活動を地方自治体が主導的に形成していった歴史です。地方から海
外に対する動きを「国際協力」でなく「国際交流」へと収束させたことです。

「国際交流」を地方の主役にしました。そもそも地方自治体の活動は「自治
法」に規定されます。その「自治法」には「国際協力」の概念はありません。
国際協力とはあくまで国家間でなされるものなのです。もう一点決定的なこ
とは地方自治体の国際交流活動は第三セクター方式で運営されていますが、

地方自治体自体が国の法律で運営されており、国家間の正式な交流のないと
ころでは活動できないという事実です。したがって、いかに地方自治体の国
際交流活動が盛んであっても国際協力活動には発展しにくいし、ましてや本

来の意昧でのＮＧＯ（国際民間協力団体）｡育成は不可能であるということです。

　では、いかにして一般市民のＮＧＯ（国際民間協力団体）を逓しての国際協

カヘの直接参加を可能にするのか。
　私達は７月から８月にかけて実施したタイ国からのチャムロン氏を団長と
する農業研修団の受け入れ及び支援体制にその答えを見つけることができま
す。以下その実例を述べます。
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　アジア医師連絡協議会がこ
同組合が研修の受け入れ団体

の農業研修団の直接受け入れ団体、高松農業協
そして岡山県国際交流協会（第三セクター）と

岡山青年会議所がバックアップする構図でした。これらの団体を基
動きに多くの善意の市民が集ってできる範囲で支援してくれました

きの決定的なことは高松農業協同組合が研修受け入れをしてくれた

高松農業協同組合は有機農法で岡 山県では非常に信頼されている団

その団体がボランティアとして動いたことが一般市民に大きな衝撃

を与えたのです。この団体ボランティアの概念が重要なのです。

本にした

。この動
ことです

休です。

と安心感

日本の地域コミュニティは伝統的に町内会、婦人会、老人クラブ、子供会
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ど地域諸団体によっ
してこの団体に所属
ランティアより団体

す。
結論

諸団

団体を

切なこ

を言

休と

通し

て運営されています。地域コミュニティの住民は義務
して地域コミュニティの運営に貢献します。即ち個人
ボランティアの形式が日本人には心理的抵抗が無いの

えば、ＮＧＯ（国際民間協力団体）は団体ボランティアである地域
国際協力に向かって手をつなぐべきなのです。これらの地域の諸
て一般市民の国際協カヘの直接参加が可能になります。もっと大

とは、地域の諸団体及び一般市民の協力は単なる金銭を越えたものが
あ ります。国際協力に必要な地域にある社会的資源が活用できます
　この時点でNGO（国際民間協力団体）は組織の変革を求めら
の諸団体はＮＧＯ（国際民間協力団体）の社会的信用を求めてき
（国際民間協力団体）は趣味の活動ではなくなってきます。ま

の根をもたない若いパワーだけの団体では社会的信用は得
で職と家庭を持つ生活人が参加でき、しかも地域の諸団体

交流の永続性が求められてきます。
　現実的対応方法として「岡山国際協力機構」が発足しま

から国際協力する人の輪です。ＮＧＯ（国際民間協力団体）

の接着剤の役割を果たすものです。

　最後
ら地域
が求め

にＮＧＯ（

の団体ボ

られてい

国際民間協力団体）活動は個人ボラ

ランティアとの連合の時代が来てお
ることを提唱をいたします。
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通
わ
せ
学
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先
月
、
タ
イ
の
チ
ャ
ム
ロ
ン

氏
一
行
が
有
機
無
農
薬
農
業
の

視
察
研
修
の
目
的
で
、
私
の
住

ん
で
い
る
岡
山
市
高
松
農
協
に

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
私
り
十
綜

近
く
、
水
稲
、
家
紅
菜
園
を
有

機
無
農
薬
で
作
っ
て
い
る
。
農

家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
か
ら

視
察
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
依
願
を
受
け
た
。
言
葉
の

終
わ
り
、
ほ
っ
と
す
る
と
と
も

に
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
さ
ら
に
タ
イ
の
農
民

今§

水

石

て
、
と
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
が
、
勇
気
を
出
し
て
お
受
け

し
た
。

　
お
会
い
し
て
み
る
と
外
国
人

と
い
う
感
じ
で
は
な
く
、
わ
が

息
子
の
よ
う
で
し
た
。
一
日
二

良
で
菜
食
主
義
。
田
ん
ほ
に
畑

に
い
っ
し
ょ
に
行
き
、
取
り
立

て
の
野
菜
で
一
品
で
も
多
く
食

卓
に
と
一
生
￥
命
頑
弧
り
ま
し

ぺ
食
事
の
た
び
に
カ
メ
ラ
に

収
め
、
こ
れ
は
何
か
と
た
す

ね
、
メ
モ
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
ト
マ

ト
な
ど
を
党
え
て
く
だ
さ
っ

た
。
一
一
‐
彙
は
通
じ
な
く
て
も
心

と
心
が
通
い
、
身
ぶ
り
、
手
ぶ

り
で
、
四
割
五
日
、
い
ろ
い
ろ

お
世
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
喜

ん
で
く
だ
さ
っ
た
。
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辰芸子哭

し

の
際
刻
な
貧
困
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
お
話
を
圀
き
、
少
し
で
も

国
際
交
流
の
お
手
伝
い
が
で
き

た
こ
と
を
４
ぴ
ま
し
た
。
今
回

の
研
修
を
タ
イ
の
農
民
の
た
め

に
役
立
て
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

即
っ
て
お
り
ま
す
。

ン

り

られ

と日

れます。地域
ます。ＮＧＯ
た地域に生活
ません。地域

常レベルでの

した。これは岡山
と地域の諸団体と

ティアの集合体活動か
、それに対応した活動

　
前
バ
ン
コ
ク
知
事
の
チ
ャ
ム

ロ
ン
氏
を
岡
山
市
に
招
い
て
い

る
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
」

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
）

の
荒
波
茂
代
表
は
二
十
二
日
夜

に
開
い
た
「
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
を

囲
む
会
」
で
、
「
岡
山
か
ら
世

界
へ
」
を
合
言
葉
に
国
際
協
力

の
体
制
を
整
え
て
い
こ
う
と
い

う
「
岡
山
国
際
協
力
機
構
」
を
、

八
月
に
も
発
足
さ
せ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
地
方
を
べ
１

ス
に
し
た
堅
実
な
国
際
協
力
の

取
り
組
み
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
、
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

　
　
「
岡
山
国
際
協
力
機
構
」
は

約
二
年
前
か
ら
構
想
が
練
ら

れ
、
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
の
来
日
を

機
会
に
、
計
画
が
現
実
化
し
た
。

菅
肢
代
表
に
よ
る
と
、
協
力
機

構
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
難
民
、

農
民
、
留
学
生
を
三
本
柱
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
し

て
い
る
。

　
発
足
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
は
、
菅
波
代
表
の
ほ
か
、
黒

住
儒
彰
・
黒
住
教
学
院
学
院
長

▽
田
中
治
彦
・
岡
山
大
助
教
授

　
（
社
会
教
育
）
▽
林
原
総
務
・

広
報
グ
ル
ー
プ
主
幹
の
モ
ハ
マ

ッ
ド
こ
フ
イ
ー
ス
さ
ん
Ｉ
ら

計
七
人
。
八
月
後
半
に
準
備
委

員
会
を
開
き
、
正
式
発
足
さ
せ

た
い
と
し
て
い
る
。

　
萱
波
代
表
は
「
こ
れ
ま
で
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
を
、
よ
り
広
い
立
場
で
国
際

協
力
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
と

思
う
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ラ
イ
ー
ス
さ
ん

は
「
私
が
初
め
て
岡
山
に
来
た

時
に
は
、
外
国
人
は
ほ
と
ん
ど

見
か
け
な
か
っ
た
が
、
今
で
は

街
の
中
で
普
通
に
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
国

際
協
力
の
土
壌
は
育
っ
て
い
る

と
い
え
る
わ
け
で
、
こ
の
機
会

に
私
の
経
験
を
含
め
て
、
素
晴

ら
し
い
活
動
が
で
き
れ
ば
」
と

話
し
て
い
る
。

４

８月にも

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
　
ア
ジ
ア
中
心
に
援
助

国
際
協
力
機
構
、
発
足
へ
討
。
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